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モンゴル西部の湖沼堆積物を用いた完新世後期の古環境変動解析
Late Holocene environemtal changes in west Mongolia revealed by the lacustrine sediment
analyses
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本研究で対象とするモンゴル西部は偏西風の影響下であり，アジアモンスーンの直接的な影響を受けない半乾
燥地帯である。そこの気温の年較差は70度と著しく大きく、気候変化に対する陸域環境の応答を研究する上で
最適な地域である。この地域の古気候変動は、数万年単位で見ると氷期に乾燥、間氷期に湿潤の繰り返しで特
徴づけられる。これはユーラシア北東部の大陸氷床によるブロッキング効果のためである。一方、数百年～数
千年スケールの変動については、氷期・間氷期変動とは逆に、温暖乾燥・寒冷湿潤であることがバイカル湖底
堆積物の間氷期の記録（Murakami et al. 2012, QSR）から示唆されている。しかし、その変動要因やメカニズ
ムを検討する上での十分な時間分解能を持ったデータは得られていない。 
 今回我々は、モンゴル北西部のテルヒンツァーガン湖（以下、TR湖と呼ぶ）と、モンゴル西部のブンツァーガ
ン湖（以下、BT湖と呼ぶ）を対象とし、放射年代測定法（土壌TOCC-14、Pb-210Cs-137）、粒子解析、化学分析
などの手法を用いて、そこに記録される古気候・環境変動の解析を行なった。TR湖はバイカル湖集水域内のセ
レンガ川上流に位置する淡水の湖沼であり、約7000年前に湖北東部のホルゴ火山の噴火活動で生じた溶岩によ
る堰止湖である。一方、BT湖はゴビ砂漠西部の閉鎖系の塩湖であり、流入河川はハンガイ山脈から供給される
ハイドラク川を唯一の流入河川に持つ。今回、これらの湖沼で得られたグラビティコアのうち、TR湖コアの2本
（全長70 cm）と、BT湖コアの1本（全長30 cm）を用いた。これらコアの堆積年代は放射年代測定に
よって、TR湖底コアが約3000年（水深20 m）と約6000年（水深8 m）、BT湖底コアが約150年（水深10 m）で
あった。 
 TR湖底コアでは、古気温を反映する生物起源シリカ（bioSi）濃度及び全有機炭素（TOC）濃度と、湖水変動と
なり得る鉱物粒子径（中央粒径）において顕著な変動が見られた。その変動は、bioSiとTOCによる生物生産量
が増加する時期に、粒子径の増加（湖水位レベルの低下）で特徴づけられる。これは、バイカル湖で見られた
間氷期の温暖乾燥・寒冷湿潤と整合する。さらに、太陽活動指標（Solanki et al. 2004, Nature）との対比か
ら、極小期（シュペーラー極小期、マウンダー極小期）にbioSiとTOCの低下（低生産量）と粒子径の減少（高
水位）、極大期（中世の温暖期）でbioSiとTOCの上昇（高生産量）と粒子径の増加（低水位）となる。さら
に、1600年以降の太陽活動が増加傾向を示す期間において、bioSiとTOCの増加が見られる。こうした変動曲線
は周波数解析によって、太陽活動周期に対応する約88, 約240, 約2400年の卓越周期を持つことが明らかと
なった。一方、BT湖底コアについては、数十年スケールの顕著な炭酸塩量の変動が認められる。これは水位変
化に伴う塩濃度変動に起因すると考えられる。炭酸塩量の変動は太陽黒点周期とおおよそ一致し、太陽活動の
静穏期に炭酸量の低下（高水位）となる。また、その周波数解析では約10-20年の卓越周期であった。以上の結
果から、アジア大陸半乾燥地域の気候は、太陽活動の影響を強く受けて変動していることが明らかとなった。
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